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１．研究計画の概要 
 メタンハイドレートの高温高圧実験を行
い、相変化や構造変化を明らかにし、それら
の結果を基に、海王星や天王星などの巨大氷
惑星の内部構造を推定するものである。 
 
２．研究の進捗状況 
 高温高圧発生方法を確立し、メタンハイド
レート、および、関連物質である固体メタン
の高圧実験はほぼ終了し、それぞれの高圧高
温挙動が明らかになりつつある。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度にあたり、得られた実験結果をも
とに、理論計算などの情報を考慮して、巨大
氷惑星の内部構造を推定する研究を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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